
いちごドリルプリント

北海道地方 名前

問1 北海道の中央南部に位置し、石狩低地帯の東側から南の襟裳岬方面へと南北に連なる険しい山脈の名称として、最も適切なものを選びなさい。
（2024年 岡山県公立入試 類似）

1. 飛騨山脈 2. 日高山脈 3. 奥羽山脈 4. 赤石山脈

問2 北海道の気候を地域ごとに比較したとき、日本海側の地域と比較した「内陸部」の特徴として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年

富山県公立入試 類似）

1. 暖流の影響を直接受けるため、日
本海側の沿岸部よりも冬の気温が高
い。

2. 梅雨の時期に湿った空気の影響を
強く受けるため、日本海側よりも6月
の降水量が多い。

3. 夏に太平洋側から吹き込む冷たく
湿った気流の影響で、日本海側より
も夏に晴天の日が少ない。

4. 冬の北西の季節風が山地で遮られ
るため、日本海側よりも冬の降水（
降雪）量が少ない。

問3 北海道の知床半島を含む東部地域では、夏季に「濃霧」が発生し、視界が悪くなったり気温が上がりにくかったりすることがあります。この霧
が発生する仕組みについて、海面を流れる潮の流れ（海流）と季節風の関係を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2026年

島根県公立入試 類似）

1. 日本海から吹き込む湿った季節風
が、暖流である対馬海流によって冷
やされることで発生する。

2. 太平洋から吹き込む湿った季節風
が、寒流である親潮（千島海流）に
よって冷やされることで発生する。

3. 太平洋から吹き込む乾いた季節風
が、暖流である黒潮（日本海流）に
よって温められることで発生する。

4. オホーツク海から吹き込む冷たい
風が、陸地の熱によって上昇気流と
なり、雲を作ることで発生する。

問4 北海道の十勝平野などで見られる、一つの耕地をいくつかの区画に分け、年度ごとにジャガイモ、小麦、てん菜（ビート）、豆類などの異なる
作物を順番に栽培する農業手法を何といいますか。 （2024年 滋賀県公立入試 類似）

1. 輪作 2. 二期作 3. 二毛作 4. 転作

問5 北海道の産業構造の特徴について、市町村別の就業者割合をまとめた資料によると、道東や道南の広い範囲を含め、多くの地域で共通して高い
水準にある産業分類があります。商業や観光業、医療・福祉といったサービス業を含むこの産業分類として、正しい名称を選びなさい。 （2026年

三重県公立入試 類似）

1. 製造業や建設業を主体とする第二
次産業

2. 先端技術や情報通信を主体とする
第四次産業

3. 商業やサービス業を主体とする第
三次産業

4.
農林水産業を主体とする第一次産業

問6 北海道の石狩平野などでは、かつて枯れた植物が十分に分解されずに積み重なった、水分が多く農業に不向きな「泥炭地」が広がっていました
。この土地で稲作などを可能にするため、他の場所から質の異なる土を運び入れて土壌の性質を改善する土地改良の手法を何といいますか。
（2022年 三重県公立入試 類似）

1. 客土 2. 段々畑の造成 3. 輪作 4. 干拓

問7 北海道のほぼ中央に位置する内陸部の気候について述べた文として、最も適切なものはどれですか。この地域では、海岸部と比較して夏と冬の
気温差が大きく、冬の気温が氷点下になるという特徴が見られます。 （2025年 沖縄県公立入試 類似）

1. 南西諸島の気候 2. 内陸性気候 3. 海洋性気候 4. 瀬戸内の気候

問8 2001年から2018年にかけての北海道の酪農に関する統計では、飼育戸数が9640戸から6140戸へと大幅に減少する一方で、生乳生産量は3640.
7千tから3965.2千tへと増加しています。また、100頭以上の牛を飼育する戸数や搾乳ロボットの導入数も大きく伸びています。このような北海
道の酪農で見られる変化の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 熊本県公立入試 類似）

1. 労働力不足を補うために、経営規
模の拡大や搾乳ロボットの導入によ
る機械化が進んでいる。

2. 飼育戸数の減少に比例して全体の
生産量も減少し、酪農から畑作への
転換が進んでいる。

3. 環境保護の観点から機械の使用を
制限し、1戸あたりの飼育頭数を減ら
す取り組みが進んでいる。

4. 乳製品の需要低下に合わせ、手作
業を中心とした小規模な家族経営へ
の転換が進んでいる。

問9 北海道の知床半島は世界自然遺産に登録されており、地域の自然環境を保護しながら、その価値を観光客に伝える「エコツーリズム」が推進さ
れています。この取り組みの具体的な事例として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 熊本県公立入試 類似）

1. ニセコなどのスキー場において、
急増する外国人観光客に対応するた
めの多言語表記の充実

2. 札幌市で冬の観光振興を目的に行
われる、大規模な雪像を展示するさ
っぽろ雪まつり

3. 野生動物との接触や植生へのダメ
ージを抑えつつ散策を楽しめる、高
架木道の整備

4. 旭川市の動物園で見られるような
、動物本来の動きを間近で観察でき
る行動展示の導入

問10 北海道の石狩平野において、かつて広範囲にわたって見られた、水分を多く含み植物の遺体が分解されずに積み重なってできた土地を何といい
ますか。この土地はもともと農業には適さない湿地帯でしたが、客土などの土地改良により現在は大規模な稲作地帯となっています。 （2021年

神奈川県公立入試 類似）

1. カルスト地形 2. 干拓地 3. 泥炭地 4. シラス台地

問11 日本最大の面積を持ち、約5.1万ヘクタールに及ぶ大規模な水稲の作付面積を誇るなど、広大な土地を活かした農業が盛んな地域はどこか、次の
中から選びなさい。 （2022年 愛知県公立入試 類似）

1. 沖縄県 2. 岩手県 3. 神奈川県 4. 北海道

問12 北海道の冬の自然景観として知られる「流氷」は、シベリア沿岸のアムール川河口付近で凍った海水が風や海流に乗って南下してくるものです
。北海道を北東・南東・西の3つの海域に分けたとき、この流氷が接岸し、砕氷船による観光が行われることで知られる海域の名称を答えなさい
。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 東シナ海 2. 日本海 3. 太平洋 4. オホーツク海

問13 北海道の石狩平野で見られる「泥炭地」の土地改良について、その目的と仕組みを説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2022年

三重県公立入試 類似）

1. 砂丘が広がる乾燥した土地に、ス
プリンクラーなどの灌漑設備を整え
、らっきょうやスイカなどの栽培を
可能にするため。

2. 山がちな地形で平地が少ないため
、斜面を階段状に切り開いて石垣で
固定し、日当たりの良さを活かして
みかんを栽培するため。

3. 水分が多く植物の遺骸が堆積した
土地に、別の場所から土を運び入れ
ることで、排水性を高め稲作に適し
た農地にするため。

4. 火山灰が降り積もった水持ちの悪
い土地に、粘土質の土を混ぜ合わせ
ることで、水田に必要な水を蓄えら
れるようにするため。


